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10月記者懇談会 

 

令和２年 10 月 26 日（月） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定 総務課 

・月間行事予定の説明 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・みのわ町民文化祭について（町公民館） 

毎年行っていますみのわ町民文化祭ですが、今年

につきましては主に展示での開催となります。 

10 月 29 日（木）から 11 月３日（火）文化の日

までをみのわ町民文化祭としまして、展示の広場を

中心に行います。会場は地域交流センターみのわと、

主に花の展示を文化センター学習室で行います。 

今年は音楽の広場や芸能の広場も未実施ですが、

例年行っています野点またマナビーランドについて

も、今回については未実施となります。 

今回、音楽の広場、芸能の広場はありませんが、希望のあった５団体についてはステー

ジ発表を録画し、伊那ケーブルテレビ様のご協力の下、もみじチャンネルで放送を予定し

ています。 

 （資料に基づき説明） 

 

・安全安心パトロール隊の活動について（総務課 防災・セーフコミュニティ推進室） 

 昨年10月から活動を始めています安全安心パトロール隊ですが、ここで１年になります。 

 隊員の 2 人は、専用車で町内を巡回パトロールし、事件や事故が起こらない、また、起

こさせない地域社会づくりを醸成させ、安全安心なまちづくりを推進することを目的に活

動しています。 

 設立の経過は、全国で登下校中の子どもが犠牲になるような悲しい事件が相次いでおり、

町内でも年に数件ですが不審者の情報や声掛け事案がありますので、ボランティアの見守

り隊の皆様と連携しながら、子ども達の安全を守っていこうということから設立したもの

です。 

出席者：みのわ新聞、長野日報、伊那ケーブルテレビ、信濃毎日新聞 

事務局：毛利、山口、那須 
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 隊員２人とも、今後も警察の経験を十分に活かして

もっと幅広くやってみたいと言っています。担当とし

ましても、これまで以上に幅を広げられないかという

視点を常にもって、お力をお借りしながら活動を続け

ていただきたいと思っています。 

 （資料に基づき説明） 

 

 記者） 町長の感想をお聞かせください。 

 町長） セーフコミュニティを進める上でということも勿論ありますが、大事にしてい

きたい一つは、事件とか事故を未然に防ぐ、起こさせない、そういうセーフコミ

ュニティの本来の姿。それと行政ではなかなかできない防犯について、これは警

察の業務なのですが、警察だけではできないというのがあり、そういった体制を

パトロールを通じて実施をしたいというのが一番の念願でありました。 

     一年間振り返って見ていただきましたが、実は先般半日、パトロール車に乗せ

させていただき、いろいろなところで気付きがありました。特に以前から感じて

いるところですが、美化を一番損ねているのが行政の看板と安協の看板なのです。

これは、注意を一番引こうと長くやってきた成果ではありますが、そういった看

板の老朽化とか見すぼらしい看板の取り換え作業をして、道路系はかなりきれい

になった感じはしています。これは誰が見ても明らかだと思っています。 

     それと、道路のごみ拾い等もしていただいていますので、美観という部分と、

もう一つは防犯。実は大型商業施設等の防犯は警察だけではできない部分があり

ます。中まで入るということはしませんが、駐車場とか付近とか、そういったと

ころを今までやってきました。そういう意味では、当初の予定した成果は出たの

ではないかと思っています。 

     行政でこういった取り組みを行っているところは県内ではないわけで、行政と

してのこういった取り組みを、プロの目でやっていくという意味では一定の成果

があったと思います。 

     まだ、課題はあると思っています。今のところ少年犯罪とかそういった犯罪も

多くはありませんので、夜といったことは想定していませんが、状況に応じて活

躍の場を広げてもらいたいと思っています。 

 

・大正大学の地域実習について（企画振興課 まちづくり政策係） 

 箕輪町は豊島区と防災連携協定をはじめとする連携交流を進めています。その縁で平成

28年に大正大学地域構想研究所広域自治体連携コンソーシアムに加入しました。そういっ

た流れの中で一昨年度より、地域創生学部の学生を受け入れて地域実習を行ってきました

が、今年は新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み受け入れての地域実習は行わず、オン

ラインでの地域実習を進めています。 
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 今年度の地域実習につきましては、３年生が様々なジャンルをテーマにした箕輪町の研

究、２年生がクラウドファンディングを活用したオンラインマルシェ開催により、箕輪町

の特産品の販売を行っています。 

 ３年生の実習期間は９月 28 日～11 月６日、男性６人と女性が２人が参加しています。

最終報告会は、11 月 18 日（水）14 時から 16 時に産業支援センターでオンラインでの

開催を予定しています。 

 コロナ禍でありますので、大々的に多くの方を集めてというよりは、今回の研究にご協

力いただいた関係者を中心に報告会を予定しています。 

 ２年生は、赤そば応援を中心としたクラウドファンディングを行います。今年は新型コ

ロナウイルス感染症の影響により赤そばの栽培と赤そば花まつりが開催されないため、例

年とは違った形で赤そばの魅力を伝える、恩返しという意味でのマルシェの開催になりま

す。 

 開催期間につきましては、10 月 23 日（金）にオンラインサイトをオープンしています。 

受注期間としましては、１か月後の 11 月 24 日（火）までとなります。 

 当町を含めた大正大学の地域実習受入先の15の地域と合同でオンラインマルシェを開催

しています。ＳＮＳ等でも展開していますのでご確認ください。 

 （資料に基づき説明） 

 

町長コメント 

 資料を出していませんが、一つは以前から申し上

げている少子化に関わる部分です。国の 10 月 1 日

の少子化見込み数が 84 万人台と出たようですが、

去年の 86 万人が 84 万人台に落ちるのではないか

と。新型コロナウイルスの影響なのかわかりません

が、そういった状況が発表されました。私も以前か

ら当町における人口減少の一つ、自然減の中で、少

子化が非常に進んでいることに危機感を感じてい

ると申し上げてきました。令和２年度の出生数見込みが、子ども未来課の数字で 156 人と

出ました。これは今までの妊娠届とか、そういったものから推計した数値のようです。勿

論これからどこかへ出て行ってしまうとか流産とか考えられますので、これよりも減ると

いうこともありますし、転入があれば増えるということありますが、今のところ１月１日

で156人を想定しています。昨年185人ですので約30人弱15％減ということになります。

これは国の数字を超えて減少に転じているとということであり危機感を持っています。死

亡者数については約 280 人～290 人のペースですので、自然減だけで 130 人位はあると思

っていまして、これに社会転出、例年ですと転入の方が多いという状況をここ４、５年作

ってきましたが、とてもそういうわけにはいきません。外国人の転出も含めてかなりの転

出が考えられますので、人口減が相当おきるのではないかと心配しています。来年度の予
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算に向けて少子化対策をどうするかというのが一つのキーになっていまして、庁内で検討

させていますが、一つは結婚、いろいろな数字、データが今も出ているわけですが、何れ

の段階でお示しなければと思っています。婚姻率とか離婚率とか出生率とか第何子まで生

まれているとか、そういった数字をすべて出してこの問題をどうするかということを考え

ますと、婚姻から出生、子育てまでのところをより充実するということが一点。それとも

う一つは、少子化に関わることだけではないのですが、町の魅力度というものをもう少し

発信していかないと、住宅を造るということを含めた転入がなかなか進まないということ

があって、その辺のところを総合的にしなければいけない時期にきている、今までもやっ

てきたわけですが足りない部分があるのではないかと考えているところです。具体的には

予算の中で示したり、全体としては予算編成方針の中でその点について職員に改めてお願

いをしていく予定です。 

 次に施設の関係ですが、一つは上古田区にある町の西部診療所であります。昭和40 年に

開院して平成19 年に全面改築をしました。上古田区の公民館から県道を挟んである建物で

すが、そこにふれあいサロンをされている者と同居をしているといいますか、併設してい

るわけですが、そこに西部診療所があります。松島区にあります福島医院の福島先生が現

在週１回行っていただいている診療所があるわけですが、それについて本年度をもって廃

止をしたいと思っています。廃止の理由は、現在のところ患者さんが一日平均２人程度と

いう状況で、定期的に通われている方も血圧とかそういったもので、お薬をもらいに行く

というような部分が非常に多くなっていて、診療の内容もそのようなものに限られている

ということもありますので、人数も少なくなったことから、この際廃止としたいというこ

とで、各区または患者さんそれぞれ、定期的には８人ほど、単発で４人ほどと言われてい

ますが、全ての方にお話をして、状況について説明をしているところです。今後について

は患者さんの動向等を見ながら、支援が必要であれば考えていきたいと思います。長い歴

史のある診療所でありまして、これに伴って町内にある診療所は、東部診療所また北部診

療所があったわけですが、全て診療所がなくなるということになります。民間の診療所が

あまりない時代に、国保等の診療所ということでそれぞれ建設したものだと思いますが、

車社会の中でそういった方向にもっていきたいと思います。現在、ふれあいサロンでも使

っていますし学童クラブでも使っていますので、その辺の利用方法につきましては改めて

今後検討していきたいと思います。 

もう一つ公共施設の関係で、南小河内区にありますおごち保育園の跡地でありますが、

統合する前の旧おごち保育園でありますが、先般まで解体作業をしていまして跡地は更地

になっています。この跡地について、行政として建物を建てるということはしないという

ことを決定させていただいて、今後の利用方法について公募をしていきたいと思います。

基本的には、公共的な性格をもつものを建設をしてほしいと思っていますが、最終的には

住宅建設も含めて、民間の力を借りてそれを売却もしくはものによっては賃貸ということ

もあるかもしれませんが、基本的には売却の方向で考えていきたいと思います。これにつ

いても関係の区にも相談させていただきながら、そのような方向で進めていきたいと思い
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ます。公共施設は、まだいくつか実施しなければならないことがありますが、公共施設の

管理計画を立てていますので、その中で明らかにしていきたいと思っています。 

もう一つ、報道等でもしていただいています外国人住民のための様々な取り組みであり

ます。取組みそのものにいろいろ言うつもりはありませんが、町として出来る限り外国人

のための施策を進めていきたいと思っています。今般も就職支援に関わる講座をさせてい

ただいて仕事のための日本語だとか、就活を実践するためのコースを作って実施させてい

ただきました。これは、非常に気になる部分が一つありまして、外国人のためにそういっ

た支援をしていくことは行政として必要だと思っています。今まで日本語講座もそうです

が、交流をするためであったり、場合にによってはもっと高度な通訳をするためであった

り、そういったことの講座はしてきましたが、生活そのもの、特に就活といいますか仕事

を求めての日本語講座というものは、行政としてはあまりやってきませんでした。町とし

て実施していくことはいいのですが、外国人は箕輪町だけに住んでいるわけではありませ

んので、基本的にはもう少し広い範囲で実施をしていくべき、実施してもらいたいと思っ

ています。町に住んでいる皆さんに支援することは全くやぶさかではないですが、実は相

談もそうなのですが、県のまいさぽ上伊那だとか、そういったところで通訳もなく相談を

受けていて、本当の相談が出来ているのかという気がします。通訳を置いているところだ

けにそれを求めても、全体としての外国人のためになっているのかというのが、非常に気

になるところでして、この問題は外国語講座も含めて、県がもう少し音頭を取ってやるべ

きだと思っています。新型コロナウイルスの関係でたまたま浮上した問題ではありますが、

やっていることは認めないわけではありませんが、出先を含めてもう少しやらなければい

けないと。町もここでまた通訳などそういったことを補充したり、町の関係団体、例えば

社会福祉協議会だとか、そういったところにも少し支援をしないと本当の相談とかいうこ

とが出来なくなっていくのではないかと。ちょっと長丁場にこの問題はなりそうなので、

そんな感じがしています。報道の皆様にお願いしたいのは、これは当町だけの問題ではな

いということであります。どこまで市町村行政がやるものかどうかというところが課題だ

と思います。これは外国人、日本人を問わずなのですが、特に言語という問題があるとい

うことと、生活というところと働くというところを、今まで働くというところを行政とし

て問題視してきていなかった部分があるので考えていかなければと思っています。必要な

ことは県にも申し上げていきたいと思っています。 

 それと最後に個人的なことになりますが、11 月をもって２期目の２年分が終わります。

11月末の定例記者懇談会の中で２年目の総括と、当初に公約してありますマニュフェスト

になっているものについての成果というか結果についてお示ししていきたいと思いますの

で次回お出ししたいと思います。 

 

 記者） 外国籍住民のところですが、今年度の全 5 回の講座で終了という方向なのか、

来年度も継続しての検討なのか、如何ですか。 

 町長） 今回やってみないとわからないということもあります。あと介護系の問題も出
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てくると思いますので、何より、外国人の皆さんの就労の確保が出来るかという

問題ですので、新型コロナウイルス感染症がある程度収束して、製造業の生産現

場に人手不足というのがもう一回出てこれば、それぞれコンタクトを取っていた

皆さんも動き始めますので、だいぶ製造業の現場によっては必要だとされてきて

いるところもありますので、そういったところにもう一度入っていくという方も

いらっしゃいます。ただ今回でさすがに定職といいますかあまり有期でないとい

う仕事を求める外国人もいるようですので、そういった方への応援というのは、

一回やったからといって出来るわけではありませんので、来年度の予算の中では、

今回の状況を見ながら、必要であれば続けていきたいと思っています。また、続

けなければ本当の仕事の確保は出来ないと思いますので、そのようなつもりでい

ます。 

 やめるというつもりは今のところはありません。１、２年は続けなければと思

っています。 

 記者） 町独自でどうにかできるわけではない、そうだなと思います。町長の全体でや

っていくというイメージ、県が音頭をとってどこかの日本語教室に対して、日本

語教室をやろうとしている住民に対してバックアップということなのか、どのよ

うなイメージでの支援の在り方が必要と考えているか。 

 町長） 今までは結局、外国人との交流を進めていく中だけでは言語の壁があるので、

そういった意味で日本語の教室が必要だというのが非常に多く、その人が仕事を

求めるために日本語を身につけようというレベルで日本語教室をやってきたとい

う例はあまりありません。もちろん子ども達の学習前提のためにというのはあっ

たと思いますが、そういう意味だと日本語教室の在り方そのものを考えてもらい

たいと思います。上伊那は結局、製造業をやっていくには人手不足を補っていく

意味では外国の方も必要なので、その皆さんに対する支援というものを町単独で

やってくのも如何なものかという部分もあります。やらないというわけではない

ですが、そういう意味では県そのものなのか県の関係団体なのか、そういったま

とまりを作っていく必要があるというように思います。その前提としては、当町

で行っている今の事業が、支援をした皆さんにとって有益であって、新しい職場

が見つかったとか、仕事に就けたとか、そういう成果を出していく必要があると

思いますので、がんばってやっていきたいと思っています。そのつもりで担当官

達もやっています。 

 記者） 上伊那とか広い範囲で見て、外国人の方々が拠りどころとして箕輪町に集まっ

てきているというのはありますか。 

 町長） そういう面もあるかもしれません。相談体制を敷いているという意味では。 

 記者） ただそれは箕輪町だけが受け皿にあるという問題ではなくて、全体でやる必要

があるのではということですね。 

 町長） 私は嫌だということを言っているつもりはないのです。そうではなくて、その
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人達にとっては、働く場所、生活の場所は箕輪町だけではないので、そこは皆で

やらないと、箕輪町だけが特別なことをやっているように見られるのは好きでは

ないので、そのような必要はないので、この問題においては。 

 

 記者） 少子化の課題についてお話しいただきましたが、11 月６日に未来委員会があり

ますが、そういったところでも議論をしていただくような要請はあるのでしょう

か。 

 町長） そうですね。実は未来委員会は、評価と昨年度の評価にあわせて今後の第五次

振興計画の後期計画、来年度から始まるわけですが、それを作るという予定で考

えていましたが、その前提になる作業が進みません。地元へ行って地域の皆さん

とお話ししたり、関係団体の皆さんとワークショップをするという作業が新型コ

ロナウイルス感染症の状況で出来ませんので、少し遅らせるつもりでいます。振

興計画の策定を本年度中ではなく、来年度も掛けて来年度以降のものを作るとい

うことに切り替えていますので、今までの未来委員会とは違ってきますが、とに

かく現状について、委員の皆様にお話をして、行政としてやるべきことは何だろ

うということは提言していただきたいと思っています。それについては全部にな

るかわかりませんが、提案をさせていただきたいと思っています。 

 記者） 11 月６日は、今の広く町の様子を説明してということか。 

 町長） そこまで出来るかどうかわかりませんが、そういう方向では考えています。 

 

 記者） 西部診療所の建物の話ですが、ふれあいサロンと学童クラブは引き続きあの建

物で行うということですか。それとも、それも含めた検討を今後されるというこ

とですか。 

 町長） ふれあいサロンについては引き続き行います。学童クラブもふれあいサロンと

同じ場所で行っていますので、建物全体の活用方法を現在検討しているところで

す。 



 

 

定例記者懇談会次第 

 

令和２年 10 月 26 日（月） 午前 11 時 00 分 

箕輪町役場  203 会議室 
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２ 町長月間予定 

 

 

３ 町の主なトピックス 

・みのわ町民文化祭について（町公民館） 

 

 

 

 

 

・安全安心パトロール隊の活動について（総務課 防災・セーフコミュニティ推進室） 

 

   

 

 

 

・大正大学の地域実習について（企画振興課 まちづくり政策係） 

 

 

 

 

 

４ 町長コメント 

 

 

 

 

 

５ 質疑 

次回開催日程  11 月 25 日（水）午前 11 時 00 分 203 会議室 





日付 曜日 時間 内容 場所 担当課 問い合せ先

1日 日

2日 月 19：00～20：30 町ヨガ教室　② 文化センター 文化スポーツ課 70-6601

3日 火
（65）第45回みのわ町民文化祭（10/29～11/3）
展示のみ。ステージ発表は未実施。

交流センター 公民館 79-2178

4日 水

5日 木 13:30～ 連絡事務嘱託員長会 役場 総務課 内106

6日 金

7日 土 9：00～11：00 第５回　みそ部（収穫作業） 上古田圃場 産業振興課 内165

8日 日 9：00～12：00 消防団　火災予防パレード 町内 総務課 内102

9日 月

10日 火 10：00～12：00 女性の起業セミナー② 産業支援センター 企画振興課 内233

11日 水

12日 木 10：00～10：50 再就職応援セミナー　第１回　時間の整理講座 オンライン 企画振興課 内233

10：00～10：50 再就職応援セミナー　第１回　時間の整理講座 オンライン 企画振興課 内233

10：10～11：30 ふれ愛あそび 文化センター 子ども未来課 71‐1560

10：00～12：00 りんご収穫祭 選果場～各園 産業振興課 内165

13:00～15：00 松本山雅FCサッカー教室inみのわ　①　（対象：小5.6年生） ながたドーム 文化スポーツ課 70-6601

15日 日

16日 月

17日 火

18日 水 PM みのわ健康アカデミー集団健康講座（生活習慣病） 交流センター 健康づくり支援係 内130

10：00～10：50 再就職応援セミナー　第２回　時間の整理講座 オンライン 企画振興課 内233

10:00～10：40 親子ヨガ 文化センター 子ども未来課 71-1560

19:00～20：00 木下保育園建設事業　木下北城地区住民説明会 木下南保育園 子ども未来課 内124

20日 金 10：00～10：50 再就職応援セミナー　第２回　時間の整理講座 オンライン 企画振興課 内233

13：30～15：10 信州学出前講座in箕輪 博物館 博物館 79-4860

9：30～16：00 伊那谷みらいスクール2020（～11/22） 産業支援センター 企画振興課 内233

11：00～14：00 松本山雅ホームタウンデー　箕輪町PRブース出展 松本市　アルウィン 企画振興課・商工観光推進室・文化スポーツ課

13：00～15：10 人権講演会(蓮池薫 氏） 文化センターホール 文化スポーツ課 70-6602

9：00～17：00 伊那谷みらいスクール2020（～11/22） 産業支援センター 企画振興課 内233

23日 月

10：00～12：00 女性の起業セミナー③ 産業支援センター 企画振興課 内233

19:00～20：00 木下保育園建設事業　住民説明会① 木下公民館 子ども未来課 内124

25日 水 9：00～11：25 鶴亀講座 交流センター 国保医療係 内136

14：00～14：30 ふれ愛あそび 子育て支援センター「いろはぽけっと」 子ども未来課 71-1560

19:00～20：00 木下保育園建設事業　住民説明会② 木下公民館 子ども未来課 内124

15:30～16:30
18:00～19:00

木下保育園建設事業　木下北保育園保護者説明会 木下北保育園 子ども未来課 内124

14:00～15：00 浜松市庄内地区村櫛小学校修学旅行隊　来町 郷土博物館 企画振興課 内235

28日 土 13:00～15：00 松本山雅FCサッカー教室inみのわ　②　（対象：小1.2年、小5.6年生） ながたドーム 文化スポーツ課 70-6601

29日 日 10：00～15：00 おいでよ夢まちフェスタ 文化センター・交流センター 企画振興課 内233

30日 月
15:30～16:30
18:00～19:00

木下保育園建設事業　木下南保育園保護者説明会 木下南保育園 子ども未来課 内124

22日 日

令和２年11月行事予定表

19日 木

21日 土

14日 土

13日 金

27日 金

24日 火

26日 木
































